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　８月 28日から 29日にかけて、議会議員と執行部から中嶽村長他１名の職員により、

水上村主軸事業について地元選出国会議員へ上京要望を行いました。

　なお、「地域振興に係る提案及び要望書」の要望内容は次の９項目です。

　特に、「２．道路事業の整備促進」の継続事

業において、昨年５月、国道 388 号宮崎県境

付近にクロスカントリー施設「水上スカイヴィ

レッジ」が完成し、湯山から県境までの未改良

区間の整備が始まっています。しかしながら、

施設利用者の往来や、他の地域との人や物の流

れを活発に進めるためには早期完成が必要不可

欠であり、国道 388 号防災安全交付金事業の

促進について強く要望を行いました。

松村祥史参議院議員馬場成志参議院議員

金子恭之衆議院議員

１
．
市
房
ダ
ム
湖
周
辺

等
整
備

２
．
道
路
事
業
の
整
備

促
進

３
．
橋
梁
の
長
寿
命
化

修
繕

４
．
農
業
農
村
整
備
事

業
等
の
促
進

５
．
林
業
振
興
施
策
の

拡
充
強
化

６
．
林
業
成
長
産
業
化

に
対
す
る
支
援

７
．
野
生
鳥
獣
類
被
害

対
策

８
．
地
域
資
源
を
活
用

し
た
地
域
活
性
化
に

対
す
る
支
援

９
．
教
育
支
援
活
動
等

に
対
す
る
予
算
及
び

支
援
員
の
確
保

上　京　要　望　報　告
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　平成30年第３回（９月）定例会が９月７日、10日、12日の３日間の会期で開催さ

れ、条例改正１件、規約変更１件、報告１件、平成30年度各会計補正予算７件、平成

29年度各会計決算９件などが提案され、慎重に審議された結果、原案どおり可決・

認定されました。

《
議
長
諸
般
の
報
告
》

○
水
上
村
議
会
主
要
事
業
上
京
要
望

　
　

８
月
28

日
か
ら
29

日
に
か
け
て
、
本
村
の
喫
緊

の
主
要
課
題
９
項
目
に
つ
い
て
、
熊
本
県
選
出
国

会
議
員
へ
要
望
活
動
を
実
施
し
た
。
主
な
要
望
事

業
は
市
房
ダ
ム
湖
周
辺
整
備
、
道
路
事
業
の
整
備

促
進
等
。

《
村
長
諸
般
の
報
告
》

○
元
水
上
村
議
会
議
員
小お

だ田

學
ま
な
ぶ

氏
に
旭
日
双
光
章

の
伝
達

　
　

地
方
自
治
功
労
及
び
林
業
振
興
功
労
の
功
績
に

よ
り
、
高
齢
者
叙
勲
「
旭
き
ょ
く
じ
つ
そ
う
こ
う
し
ょ
う

日
双
光
章
」
の
栄
位
に

浴
さ
れ
、
８
月
31

日
に
本
村
か
ら
叙
勲
の
伝
達
を

行
っ
た
。
ま
た
、
林
業
の
振
興
に
造ぞ

う

し詣
が
深
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
林
業
従
事
者
育
成
を
目
的
と
し
た

寄
付
金
を
頂
い
た
。
小
田
氏
の
ご
厚
意
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
今
後
も
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期
待

し
た
い
。

○
第
31
回
熊
本
県
消
防
操
法
大
会
結
果

　
　

９
月
２
日
、
山
鹿
市
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
本
村
か
ら
初
め
て
小
型
ポ
ン

プ
の
部
に
消
防
協
会
球
磨
支
部
代
表
の
宮
田
班
が

出
場
し
た
。
上
位
入
賞
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、今
後
、

本
村
消
防
団
の
操
法
技
術
の
向
上
に
大
き
く
寄
与

す
る
も
の
と
思
う
。

○
金
婚
夫
婦
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦
表
彰

　

金
婚
式
（
結
婚
50

年
）
夫
婦
…
…
…
…
…
…
11

組

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
結
婚
60

年
）
夫
婦
…

…
９
組

《
教
育
長
諸
般
の
報
告
》

○
夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
を
開
催

　
　

夏
休
み
期
間
中
、
月
〜
金
曜
日
の
午
前
中
に
、

小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
を
対
象
と
し
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
を
実
施
し
た
。
特
別
支
援
教
育

支
援
員
が
夏
休
み
の
宿
題
を
教
え
た
り
、
簡
単
な

理
科
の
実
験
を
す
る
な
ど
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

し
た
。
岩
野
小
学
校
、
湯
山
小
学
校
合
わ
せ
て
31

名
の
申
込
み
が
あ
り
、
延
べ
４
１
４
人
の
利
用
が

あ
っ
た
。
初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
が
、
保
護
者
か

ら
も
好
評
で
あ
り
、
来
年
度
も
引
き
続
き
実
施
す

る
方
向
で
検
討
し
た
い
。

○
国
民
体
育
大
会
・
全
国
大
会
出
場

　
　

９
月
22

日
か
ら
23

日
に
か
け
て
、
福
井
県

若わ
か
さ
ち
ょ
う

狭
町
で
開
催
さ
れ
る
、
第
73

回
国
民
体
育
大
会

福
井
大
会
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
に
岩
野
覚

井
の
坂さ
か
ぐ
ち口
守も

り

お雄
氏
が
出
場
。
23

日
に
東
京
日
本
武

道
館
で
開
催
さ
れ
る
、
第
４
回
全
国
空
手
道
選
手

権
大
会
組
手
の
部
に
湯
山
小
学
校
１
年
の
橋は
し
も
と本

恵れ

な奈
さ
ん
が
出
場
す
る
。

○
「
水
上
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催

　
　

８
月
26

日
、
市
房
山
一
帯
な
ど
村
内
を
走
る

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
大
会
「
水
上
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー

諸

般

の

報

告

９月開催 第３回定例会
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○
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
一
部

変
更

　
　

当
広
域
連
合
議
会
議
員
の
定
数
に
つ
い
て
は
、

市
長
区
分
・
町
村
長
区
分
・
市
議
会
議
員
区
分
・

町
村
議
会
議
員
区
分
か
ら
各
８
名
の
選
出
と
し
32

名
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
、
各
市
町
村
か
ら
１
名

の
選
出
と
し
45

名
と
す
る
た
め
の
規
約
の
一
部
変

更
で
す
。

○
平
成
30
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
億
５
，０
２
０
万
円

を
追
加
し
、
総
額
を
３
０
億
４
，３
６
５
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　
　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
積
立
金
１
億
５
千
万
円
、

農
地
・
林
道
な
ど
の
災
害
復
旧
費
７
，３
０
０
万
円

な
ど
を
追
加
計
上
し
ま
し
た
。

○
平
成
30
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
事
業
勘
定
）
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
６
３
６
万
７
，０
０
０

円
を
追
加
し
、
総
額
を
３
億
２
，４
３
６
万
７
，０
０

０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
30
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
，
１
１
９
万
９
，
０

０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
を
３
億
７
，１
１
９
万
９
，

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
30
年
度
水
上
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
５
万
６
，０
０
０
円
を

追
加
し
、
総
額
を
３
，３
５
５
万
６
，０
０
０
円
と
す
る

も
の
で
す
。

○
平
成
30
年
度
水
上
村
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
２
２
万
４
，０
０
０
円

を
追
加
し
、
総
額
を
５
，８
０
２
万
４
，０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

○
平
成
30
年
度
水
上
村
林
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
０
５
万
３
，０
０
０
円

を
追
加
し
、
総
額
を
８
３
５
万
３
，０
０
０
円
と
す
る

も
の
で
す
。

○
平
成
30
年
度
水
上
村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
０
２
万
３
，０
０
０
円

を
追
加
し
、
総
額
を
３
，８
８
２
万
３
，０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
29
年
度
水
上
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
○
平
成
29
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
事
業
勘
定
）
歳
入
歳
出
決
算
認
定

テ
ィ
ー
」
を
開
催
し
た
。
今
回
は
シ
ョ
ー
ト
の
部

25

キ
ロ
と
、
新
設
し
た
ロ
ン
グ
の
部
60

キ
ロ
の
２

部
門
の
コ
ー
ス
に
、
県
内
外
の
３
１
９
人
が
健
脚

を
競
っ
た
。

○
水
上
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

　
　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
人
員
配
置
や
面
積
な
ど
、

施
設
、
事
業
に
必
要
な
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か

確
認
し
、
村
が
認
可
す
る
た
め
の
基
準
を
、
国
に

よ
る
基
準
と
同
基
準
と
す
る
た
め
の
条
例
改
正
で

す
。 条　

　

例

予　
　

算

決

算

認

定
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○
平
成
29
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
直
診
勘
定
）
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
29
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定

○
平
成
29
年
度
水
上
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
29
年
度
水
上
村
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
29
年
度
水
上
村
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
29
年
度
水
上
村
林
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
29
年
度
水
上
村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

　
　

い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
29
年
度
水
上
村
財
政
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告

　
　

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
き
、
監
査
委
員
の
意
見

を
付
し
て
報
告
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
早
期
健
全
化

基
準
を
下
回
っ
て
お
り
良
好
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
湯
山
橋
補
修
工
事
）

○
議
員
派
遣
の
件

○
継
続
審
査
申
出
書

○
平
成
30
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
９
０
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
２
７
億
９
，３
４
５
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
第
31

回
熊
本
県
消
防
操

法
大
会
出
場
に
伴
う
報
償
費
、
旅
費
等
を
追
加
計

上
し
ま
し
た
。

○
継
続
審
査
申
出
書

報　
　

告

そ

の

他

予　
　

算

８
月
24
日
開
催

第
４
回
臨
時
会

議会を傍聴してみませんか
次回の定例議会は 12月です

（手続は住所・氏名を書くだけです）

詳しくは議会事務局℡ 44-0319 まで
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平成 29 年度歳入歳出表  一般会計

村税
215,696,506 円

5.17％

村税
215,696,506 円

5.17％

村債
896,391,000 円

21.49％

村債
896,391,000 円

21.49％

繰越金
287,535,570 円

6.89％

繰越金
287,535,570 円

6.89％

繰入金
587,985,316 円

14.10％

繰入金
587,985,316 円

14.10％

諸収入
54,196,856 円
1.30％

諸収入
54,196,856 円
1.30％

国庫支出金
283,668,391 円

6.80％

国庫支出金
283,668,391 円

6.80％

総務費
1,278,616,466 円

33.64％

総務費
1,278,616,466 円

33.64％

民生費
545,163,354 円

14.34％

民生費
545,163,354 円

14.34％農林水産費
310,059,385 円

8.16％

農林水産費
310,059,385 円

8.16％

土木費
417,345,299 円

10.98％

土木費
417,345,299 円

10.98％

教育費
459,575,325 円

12.09％

教育費
459,575,325 円

12.09％

公債費
277,249,594 円

7.29％

公債費
277,249,594 円

7.29％

県支出金
207,686,614 円
4.98％

県支出金
207,686,614 円
4.98％

地方交付税
1,473,067,000 円

35.31％

地方交付税
1,473,067,000 円

35.31％

地方譲与税
37,645,000 円　0.09％
地方譲与税
37,645,000 円　0.09％

利子割交付金
214,000 円　0.01％
利子割交付金
214,000 円　0.01％

配当割交付金
301,000 円　0.01％
配当割交付金
301,000 円　0.01％

株式譲渡金
437,000 円　0.01％
株式譲渡金
437,000 円　0.01％

地方消費税交付金
38,492,000 円　0.92％
地方消費税交付金
38,492,000 円　0.92％

自動車取得税交付金
9,198,000 円　0.22％
自動車取得税交付金
9,198,000 円　0.22％

地方特例交付金
512,000 円　0.01％
地方特例交付金
512,000 円　0.01％

議会費
58,291,883 円　1.53％
議会費
58,291,883 円　1.53％

衛生費
128,866,553 円　3.39％
衛生費
128,866,553 円　3.39％

商工費
131,076,334 円
3.45％

商工費
131,076,334 円
3.45％

消防費
102,946,809 円
2.71％

消防費
102,946,809 円
2.71％

災害復旧費
91,485,432 円
2.41％

災害復旧費
91,485,432 円
2.41％

分担金及び負担金
11,322,109 円　0.27％
分担金及び負担金
11,322,109 円　0.27％

使用料及び手数料
29,231,160 円　0.70％
使用料及び手数料
29,231,160 円　0.70％

財産収入
35,526,827 円
0.85％

財産収入
35,526,827 円
0.85％

寄附金
2,443,000 円
0.06％

寄附金
2,443,000 円
0.06％

歳  出
3,800,676,434 円

歳  入
4,171,549,349 円
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平成29年度　水上村会計別決算総括表
（単位：円）

会　計　別 区　　分 予　算　現　額 決　　算　　額
予算現額に対する決算額比較

増減額（繰越明許費を含む）

予算現額に対する

決算額の比較 （％）

一 般 会 計

歳　　　入 4,207,334,000 4,171,549,349 △ 35,784,651 99.15%

歳　　　出 4,207,334,000 3,800,676,434 △ 406,657,566 90.33%

歳入歳出差引残額 370,872,915

国民健康保険特別

会 計（ 事 業 勘 定 ）

歳　　　入 389,517,000 399,354,287 9,837,287 102.53%

歳　　　出 389,517,000 351,308,343 △ 38,208,657 90.19%

歳入歳出差引残額 48,045,944

国民健康保険特別

会 計（ 直 診 勘 定 ）

歳　　　入 9,570,000 9,718,620 148,620 101.55%

歳　　　出 9,570,000 9,392,689 △ 177,311 98.15%

歳入歳出差引残額 325,931

介護保険特別会計

歳　　　入 356,573,000 360,377,299 3,804,299 101.07%

歳　　　出 356,573,000 339,787,456 △ 16,785,544 95.29%

歳入歳出差引残額 20,589,843

後 期 高 齢 者 医 療

特 別 会 計

歳　　　入 32,115,000 31,706,665 △ 408,335 98.73%

歳　　　出 32,115,000 30,684,670 △ 1,430,330 95.55%

歳入歳出差引残額 1,021,995

簡 易 水 道 事 業

特 別 会 計

歳　　　入 39,172,000 39,813,110 641,110 101.64%

歳　　　出 39,172,000 34,687,853 △ 4,484,147 88.55%

歳入歳出差引残額 5,125,257

農業集落排水事業

特 別 会 計

歳　　　入 58,485,000 58,771,837 286,837 100.49%

歳　　　出 58,485,000 56,547,604 △ 1,937,396 96.69%

歳入歳出差引残額 2,224,233

林業集落排水事業

特 別 会 計

歳　　　入 8,358,000 8,428,370 70,370 100.84%

歳　　　出 8,358,000 7,375,119 △ 982,881 88.24%

歳入歳出差引残額 1,053,251

下 水 道 事 業

特 別 会 計

歳　　　入 50,316,000 47,623,838 △ 2,692,162 94.65%

歳　　　出 50,316,000 41,900,576 △ 8,415,424 83.27%

歳入歳出差引残額 5,723,262

総　合　計

歳　　　入 5,151,440,000 5,127,343,375 △ 24,096,625 99.53%

歳　　　出 5,151,440,000 4,672,360,744 △ 479,079,256 90.70%

歳入歳出差引残額 454,982,631
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那須　正弘　議員

過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
行
政
区
の
活
動
（
特
に
奉

仕
活
動
な
ど
）
に
支
障
が
生
じ
て
い

る
。
行
政
区
の
合
併
が
必
要
と
考
え

る
が
、
水
上
村
の
考
え
る
適
正
な
戸

数
、
合
併
の
推
進
は
。

中
嶽
村
長　

昨
年
、
６
月
３

日
に
江
代
地
区
区
長
会
か
ら

合
併
に
つ
い
て
話
を
し
て
ほ
し
い
と

の
要
請
が
あ
り
、
私
と
総
務
課
長
そ

し
て
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
米
本
議

員
が
出
席
。
過
去
の
合
併
（
平
成
15

年
４
月
１
日
付
、
岩
野
川
内
地
区
上

と
下
）
に
つ
い
て
の
状
況
や
合
併
推

進
補
助
金
に
つ
い
て
も
説
明
し
た
。

区
長
会
で
は
、
古
屋
敷
上
・
下
・
平

谷
を
１
区
に
、
千
ケ
平
・
川
口
を
１

区
と
い
う
考
え
が
あ
る
よ
う
だ
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
区
に
お
い
て
は
、
ま
だ

合
意
に
至
っ
て
い
な
い
。
「
合
併
推

進
補
助
金
の
交
付
に
関
す
る
条
例
」

問答

行政区合併の推進は

必要だと思うが、
　　強制はできない

Ｑ

Ａ

に
は
、
区
は
お
お
む
ね
50
以
上
の
世

帯
を
有
す
る
こ
と
を
標
準
と
す
る
と

あ
る
。
私
も
そ
う
考
え
る
。
し
か

し
、
村
が
強
制
的
に
合
併
を
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

区
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
住

民
が
い
る
と
聞
く
が
。

中
嶽
村
長　

確
か
に
お
ら
れ

る
。
以
前
ほ
か
に
も
お
ら
れ

た
が
、
協
力
を
お
願
い
し
参
加
い
た

だ
い
た
。
今
後
も
区
長
を
通
じ
て
話

し
合
い
、
参
加
を
お
願
い
し
て
い
き

た
い
。

問答

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

行
政
区

行
政
区
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館
を
活
用
す
る
た
め
、介
護
予
防
だ
け
で
な

く
地
域
づ
く
り
も
同
時
に
実
践
で
き
る
取

組
み
。
自
主
運
営
型
で
毎
週
１
回
の
開
催
。

「
共
生
（
自
立
）
の
村
づ
く
り
」・

「
村
行
財
政
の
健
全
化
」
の
実

績
と
進
捗
に
つ
い
て

中
嶽
村
長

（
主
な
実
績
と
進
捗
）

・
定
住
促
進
対
策
事
業
（
宅
地
分

譲
・
一
般
住
宅
）

・
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

・
民
放
ラ
ジ
オ
の
難
聴
対
策
事
業

・
携
帯
電
話
不
通
話
解
消
対
策
事
業

・
分
館
活
動
協
力
員
制
度
の
創
設

・
国
道
３
８
８
号
整
備
工
事

・
中
期
財
政
計
画
の
策
定

・
熊
本
県
と
の
人
事
交
流

・
基
金
（
貯
金
）
の
造
成

４
月
の
村
長
選
挙
に
、再
出
馬
さ

れ
る
意
欲
は
あ
る
か
。
又
、
重
要

課
題
と
位
置
付
け
て
い
る
事
項
は
。

村長選挙に、

　　再出馬の意欲は

再び村政運営に、
　　　邁進していく決断をした

Ｑ

Ａ

山崎　隆浩　議員

「
子
ど
も
と
お
年
寄
り
に
安
全
で

や
さ
し
い
村
づ
く
り
」
・
「
村
民

皆
が
活
き
活
き
働
く
こ
と
の
で
き
る
村

づ
く
り
」
の
実
績
と
進
捗
に
つ
い
て
。

中
嶽
村
長

（
主
な
実
績
と
進
捗
）

・
修
学
旅
行
費
の
費
用
負
担
軽
減

・
学
校
給
食
費
の
公
費
負
担

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
充
実 

※
1

・
高
等
学
校
通
学
費
等
助
成
事
業
の
創
設

・
高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
の
制
度
化

・
住
民
主
体
の
通
い
の
場
の
設
置 

※
2

・
一
人
金
婚
の
集
い
の
開
催

・
高
齢
者
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
の
導

入
（
Ｑ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
安
否
確
認
）

・
産
業
推
進
機
構
の
設
立

・
産
業
担
い
手
支
援
事
業

・
農
林
商
工
業
補
助
金

・
熊
本
県
立
大
学
と
の
包
括
協
定

・
ジ
ビ
エ
の
処
理
加
工
場
・
農
林
産

物
の
加
工
場
の
建
設

※
1　

放
課
後
に
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安

心
な
居
場
所
を
つ
く
り
、
地
域
住
民
等
の

協
力
を
得
て
、
読
書
・
学
習
の
場
を
提
供

す
る
取
組
み
。
夜
７
時
ま
で
延
長
。

※
2　

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を
活
用
し
た

介
護
予
防
運
動
教
室
で
、
各
地
区
の
公
民

問答

答 問問

中
嶽
村
長　

国
の
経
済
・
政
治

も
日
々
進
化
を
し
て
連
動
し

て
い
る
。
そ
の
影
響
を
受
け
喫
緊
の

重
要
な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
即

効
的
に
結
果
が
出
る
事
業
、
中
長
期

の
取
り
組
み
を
し
て
結
果
を
出
し
評

価
さ
れ
る
事
業
が
あ
る
と
思
う
。
平

成
時
代
の
次
に
待
ち
受
け
る
新
た
な

時
代
を
創
造
し
、
村
民
の
負
託
に
応

え
た
く
、
全
身
全
霊
を
傾
注
し
村
政

運
営
に
邁
進
し
て
い
く
強
い
決
意
の

も
と
、
決
断
を
下
し
た
。

（
今
後
の
課
題
と
検
討
事
項
）

・
地
域
公
共
交
通
体
系
の
確
立

・
産
業
推
進
機
構
の
充
実

・
移
住
・
定
住
者
へ
の
農
地
取
得
の
緩
和

・
入
学
準
備
の
支
援
（
多
子
世
帯
、
第

３
子
目
以
降
へ
の
子
育
て
支
援
）

・
小
・
中
学
校
の
国
際
交
流
の
拡
大

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
相
互
交
流

ま
た
は
相
互
訪
問
）

・
中
学
３
年
生
へ
の
学
習
支
援

・
元
気
な
地
域
づ
く
り
交
付
金
（
集
落
向
け
）

・
若
者
の
定
住
促
進
（
Ｉ
・
Ｕ
・
Ｊ
タ
ー
ン
）

答
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米本　宗徳　議員

村
長
就
任
以
来
、
少
子
化
対
策

の
成
果
は
。

中
嶽
村
長　

子
育
て
支
援
（
医

療
費
の
無
料
化
、
給
食
費
の
公

費
負
担
、
高
等
学
校
等
通
学
費
助
成

等
）
な
ど
、
継
続
的
な
中
で
成
果
は
出

て
く
る
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
施
策
に

よ
っ
て
、
公
営
住
宅
に
関
し
て
は
、
平

成
27
年
度
以
降
12
世
帯
36
人
、
う
ち

中
学
生
以
下
の
子
供
13
人
が
入
居
し

て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
政
策
は
。

中
嶽
村
長　

若
者
た
ち
が
安
心

し
て
結
婚
、
子
育
て
、
そ
し
て

良
い
教
育
が
受
け
ら
れ
る
魅
力
あ
る

問問 答答

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
有
無
は

調
査
の
結
果
な
い

ＱＡ役
場
内
に
お
い
て
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
事
例
は
な
い
か
。

問

田
代
総
務
課
長　

人
事
評
価

制
度
に
お
い
て
年
３
回
職
員

の
面
談
を
行
っ
て
い
る
が
、
現
在
ま

で
そ
う
い
っ
た
事
例
は
な
い
。

少子化対策は

子育て世代に魅力ある
　　　　　地域づくりを目指す

Ｑ

Ａ

答

地
域
づ
く
り
を
、
財
政
計
画
と
の
整

合
性
を
と
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

・
国
の
施
策
に
併
せ
て
保
育
料
の
無

償
化

・
子
育
て
ア
プ
リ
の
配
信

・
多
子
世
帯
の
減
免

・
入
学
準
備
の
支
援

・
国
際
化
社
会
に
対
応
で
き
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
を
利
用
し
た
教
育

・
移
住
定
住
を
進
め
る
た
め
の
住
宅

環
境
整
備
な
ど
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編
集
後
記

　

秋
と
い
え
ば
、
収
穫
の
秋
・
実
り
の

秋
と
言
い
ま
す
が
、
今
年
の
水
稲
の
出

来
栄
え
は
如
何
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

台
風
の
影
響
で
倒
伏
し
た
り
、
水
が
溜

ま
っ
て
い
て
刈
り
取
り
が
遅
れ
た
り

で
大
変
だ
っ
た
と
い
う
事
を
聞
き
ま

し
た
が
、
今
で
は
お
い
し
い
新
米
を
食

べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
年
久
し
ぶ
り
に
相
良
三
十
三
観

音
巡
り
を
し
ま
し
た
が
、
煮
し
め
や

果
物
等
を
ふ
る
ま
っ
て

い
た
だ
き
、
地
元
の
方
の

接
待
（
お
茶
た
て
）
に
感
謝
し
頂
い
て
き

ま
し
た
。
彼
岸
の
一
週
間
毎
日
交
代
で
接

待
さ
れ
て
お
り
、
参
拝
者
の
中
に
は
、
大

型
バ
ス
な
ど
で
郡
外
、
県
外
の
方
も
お
ら

れ
、
日
本
遺
産
の
効
果
は
凄
い
な
と
感
じ

ま
し
た
。
ま
た
参
拝
で
手
を
合
わ
せ
る
事

で
、
自
分
自
身
の
気
持
ち
が
何
と
な
く

す
っ
き
り
し
て
、
来
年
も
ま
た
参
拝
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
皆
様
も
是
非
参
拝
し

て
み
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

　

や
が
て
紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま

す
。
紅
葉
狩
り
で
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
、
今
年
を
健
康
で
過
ご
さ
れ
る

事
を
祈
念
し
ま
す
。

　

米
良　
　

哲

広
報
特
別
委
員
会　
　
　
　

委

員

長　
　

荒
嶽　
　

晋

副
委
員
長　
　

米
本　

宗
徳

委　
　

員　
　

米
良　
　

哲

山
崎　

隆
浩

小野　賴年　議員

今
年
の
夏
も
猛
暑
、
酷
暑
と
非

常
に
暑
い
日
が
続
い
た
が
、
７
、

８
月
に
お
い
て
、
35
度
を
超
え
た
日

は
何
日
位
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
小
中

学
校
に
お
い
て
熱
中
症
の
発
生
及
び

熱
中
症
予
備
軍
と
い
っ
た
事
例
は

あ
っ
た
の
か
。

西
野
教
育
長　

猛
暑
日
の
日
数

に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

熱
中
症
な
ど
で
救
急
搬
送
の
よ
う
な

重
篤
な
事
案
の
発
生
は
な
い
が
、
不

調
を
訴
え
る
子
ど
も
が
い
た
こ
と
は

聞
い
て
い
る
。

猛
暑
日
や
雨
天
時
、
ま
た
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
使
用
で
き
な

い
時
は
、
体
育
館
で
授
業
や
部
活
を

し
て
い
る
が
、
風
通
し
が
悪
く
、
熱

中
症
の
原
因
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
体
育
館
に
空

調
設
備
整
備
の
必
要
性
は
。

西
野
教
育
長　

熱
中
症
を
注

意
喚
起
す
る
た
め
、
イ
ラ
ス

ト
で
表
示
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
温
度
計

を
教
室
や
廊
下
に
設
置
し
て
お
り
、

養
護
教
諭
か
ら
も
教
師
に
注
意
を
促

し
て
い
る
。
ま
た
体
育
館
で
授
業
や

問問 答答

体育館への

　　　空調設備の計画は

先行事例等を調査し
　　　　　検討を進める

Ｑ

Ａ

部
活
を
す
る
と
き
は
、
大
型
の
扇
風

機
で
対
応
し
て
い
る
が
、
今
後
に
つ

い
て
は
、
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
と

な
る
の
は
間
違
い
な
い
と
考
え
る
の

で
、
先
行
事
例
等
を
調
査
し
、
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
議
会
へ
の
事
業
計
画
等
説
明
不

足
で
は

○
村
長
就
任
後
の
実
績
は

龍泉寺

生善院（猫寺）


